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【著作権について】

「鉄腕アフィリエイト」（以下、本書という）およびそのプログラムは、著作権法で

保護されている著作物に当たります。

よって、本書の取り扱いには、以下の点にご注意ください。

・ 本書の著作権は（有）ファイバーワークスにあります。

・ 書面による事前の許可をなくして、本書の一部、または全部を、印刷物、

電子ファイル、ビデオ、テープレコーダー、ＤＶＤ、ホームページ、メール

マガジンなど、あらゆるデータ蓄積手段により、複製、流用、転載、翻訳、

転売（オークションを含む）などをすることを禁止します。
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1.準備

1-1　楽天アフィリエイト

楽天アフィリエイトに会員登録していない方は、まずこの会員登録をしてください。

http://affiliate.rakuten.co.jp/

のページから新規登録してください。

次に、楽天アフィリエイトのウェブサービスで、デベロッパー ID を取ります。上記の画面から、左上

の「ウェブサービス」をクリックしてもいいし、

http://webservice.rakuten.co.jp/

からですと、直接いけます。

画面左上に、「デベロッパー ID を取得」というメニューがありますから、それをクリックして取得して

ください。

http://affiliate.rakuten.co.jp/
http://webservice.rakuten.co.jp/


取得できたら、

http://webservice.rakuten.co.jp/

の右側から、「デベロッパー ID の確認」と「アフィリエイト ID の確認」メニューで、それぞれの ID を

確認し、その ID をコピー&ペーストして、保存しておいてください。これらは、プログラムで利用し

ます。

さて、ここまで OK ですか？　上記の作業をしていないと、次に進めないので、必ず作業を終えて

おいてください。

1-2　サーバの準備

サイトを格納するサーバを準備します（ホスティングサービスまたはレンタルサーバとも呼ばれま

す）。サーバの要件としては、PHP が使えること。その他、容量が十分であること、サブドメインが使

えること等です。

オススメは、value-domain と xrea+の組み合わせです。ここで、ドメインを１つ取得し、１年間運用し

ても、一ヶ月 300 円程度です。3GB と容量も十分です。

http://www.value-domain.com/

さらに本格的に使いたい、という方は上記で「CORESERVER」というサービスを利用すればよいで

しょう。

http://www.value-domain.com/
http://webservice.rakuten.co.jp/


サーバもドメインも無料で、という方は

http://www.ninja.co.jp/

を利用してください。ただし、ここは PHP が使えないため、鉄腕アフィリエイトの「検索機能」が使え

ません。PHP が使えないと、できないことが多々あるので、あまりおすすめできません。

http://www.ninja.co.jp/


1-3　プログラムの準備

このシステムのプログラムは、Java というプログラム言語によって作られています。Java は、PC のデ

フォルト（初期状態）では、入っていないので、まずはそれをインストールしていきます。

Java のインストールは、

http://java.com/ja/

で行います。

すでにインストールしている方も、この画面で「Java の有無のチェック」あるいはコマンドプロンプト

などで、Java のバージョンを確認してください。バージョンが 1.5.0 以上でないと動作しないので、

必要な場合はバージョンアップしておいてください。

http://java.com/ja/


1-4　参考

このシステムでは、XML 形式のテキストファイルを編集する必要があります。また、HTML の編集

ツールもあると便利です。これらは、フリーウェアでかなりの機能を持つものがありますので、持っ

ていない方はそれを準備しておいてください。

・テキストエディタ

テキストデータを編集するツール。Windows には「メモ帳」というのが標準で入っていますが、これ

ははっきり言ってまったく使えません。

ベクターのサイト

http://www.vector.co.jp/

で、「テキストエディタ」と検索します。そこで表示されたなかから、TeraPad、VxEditor、MKEditor
など、フリーのものをダウンロードして、インストールしておいてください。

・HTML のエディタ

上のテキストエディタでも、HTML ファイルは編集できますが、やはり HTML専用のエディタの方

が何かと便利です。個人的には下記の ez-HTML を使っていますが、これはとても評判が良いも

のですので、ぜひ使ってみてください。

http://www.w-frontier.com/software/ezhtml.html

http://www.w-frontier.com/software/ezhtml.html
http://www.vector.co.jp/


・FTP
ファイルをサーバに転送するには、「FFFTP」というフリーウェアを使います。これは定番中の定番

なので、お持ちの方も多いと思います。まだの方は、上のベクターで検索して、インストールしてお

いてください。



2.サンプル

それでは、さっそくサンプルを実行してみましょう。これを実行すると、

http://seo.fiverworks.com/iron/sample/

のようなサイトを作ることが出来ます。

添付の siteDef.xml というファイルを開いてください。

注：このファイルをただ単にダブルクリックすると、標準では IE が起動してしまうはずです。編集す

るので、IE ではなくテキストエディタ等で開いてください。

まず、このファイルの先頭部分は次のようになっています。

 <ironAffiliate ver="1.0"  />

 <rakuten devId="xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx" affId="yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy" />
 <localBaseFolder>cc:\\site\\</localBaseFolder>

２行目の devId属性には、楽天のデベロッパー ID を、affId属性にはアフィリエイト ID をそれぞれ

入力してください。

http://seo.fiverworks.com/iron/sample/


３行目 localBaseFolder タグには、サイトのデータを入れるフォルダ（ディレクトリ）を指定します。ここ

では例として c:\\site\\と指定しています。バックスラッシュ（\）は、キーボードの￥記号で入力できま

す。区切り記号には\\を使うことに注意してください。また、このフォルダは前もって作成しておく必

要があります。

注：フォルダ名には、記号（スペース、<、>、"、'）は使わないでください。

※XML では、<>で囲まれたものを「タグ」、タグの中にあって"や'で囲まれたものを「属性」と呼び

ます。

例　<ab xy="zzzz">・・・・</ab>

上記の場合、ab タグ、xy属性と呼びます。XML については、解説している web サイトはたくさん

あるので、詳細はそちらをご覧ください。

ファイルができたら、いったん保存してください。そのとき拡張子は、必ず「xml」にしてください。

file://site//


ここまでできたら、解凍してできた iron フォルダに移動し、iron.bat をダブルクリックして実行してく

ださい。

正常に実行できると、下図のような画面が表示されます。

ここで、右上の「開く」ボタンをクリックすると、ファイル選択のダイアログが表示されますから、さきほ

ど作った siteDef.xml というファイルを指定しましょう。

そして、次に「開始」ボタンをクリックします。しばらくすると、サイトが出来上がります。さっそく表示

してみましょう。

localBaseFolder で指定したフォルダ内に、「sample」というフォルダが出来ているはずです。そのフォ

ルダに移動して、その中の「index.html」をダブルクリックしてください。ブラウザに、次の図のように

表示されるはずです。



上のように表示されたのは、スタイルシートやイメージがなかったから。ですから、このフォルダに

添付の images フォルダ、style.css、favicon.ico をコピーします。フォルダの中身は次のようになる

はずです。

ここで、再度 index.html をダブルクリックして、表示してみてください。次の図のようになるはずです。



※サイトのファイルは作成されますが、検索機能はそのままでは動作しません。サーバにアップロー

ドすると動作します。

どうです、できましたか？　ここまでできれば、後は簡単。できたファイルを FTP でアップロードす

れば、サイトの出来上がりです。



3.定義ファイル

サイトを定義するファイルについて解説します。「2.サンプル」で使った、siteDef.xml がサイトを定

義するファイルですが、これをベースに定義ファイルを作っていくので、前もってバックアップして

おいてください。

siteDef.xml は、以下のようになっています。

<?xml version="1.0" encoding="Shift_Jis"?>

<!--
    Document   : siteDef.xml
    Created on : 2007/11/07, 14:53
    Author     : fiverworks
    Description:
        Purpose of the document follows.
-->

<root>
  <global>
    <ironAffiliate ver="1.0" />

    <rakuten devId="xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx" affId="yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy" />
    <localBaseFolder>c:\\site\\</localBaseFolder>
    <toppageBottomTemplate><![CDATA[
<br />
<p>■ お気に入りに追加するには　→<input type="button" value="お気に入りに追加 !" 
onclick="javascript:window.external.AddFavorite('$url$','$title$')" style="border-style:solid; border-width:2px; border-
color:#FFFF66; background:#FFFFCC; font-size:10pt; color:#808080" />　をクリック！</p>

<p>■ ブックマークは　→　<img src="http://i.yimg.jp/images/sicons/ybm16.gif" width="16" height="16" alt="Yahoo!
ブックマークに登録" /> <a href="javascript:void window.open('http://bookmarks.yahoo.co.jp/bookmarklet/showpopup?
t='+encodeURIComponent(document.title)+'&u='+encodeURIComponent(window.location.href)
+'&opener=bm&ei=UTF-8','popup','width=550px,height=480px,status=1,location=0,resizable=1,scrollbars=0,left=100,t
op=50',0);" rel="nofollow" class="udl">Yahoo!ブックマークに登録</a>
または　<a href="http://b.hatena.ne.jp/append?$url$" target="_blank" rel="nofollow" class="udl"><img 
src="http://b.hatena.ne.jp/images/append.gif" alt="はてなブックマークに登録" width="16" height="12" border="0" />
はてなブックマークに登録</a></p>  
      ]]>
    </toppageBottomTemplate>
    
    <copyright><![CDATA[
Copyright (C) 2007 xxxxxxx , All rights reserved. 
    ]]>
    </copyright>
    

<footer><![CDATA[
当サイトはリンクフリーです。サイト内の文章・写真の無断転載を禁じます。&nbsp;&nbsp;&nbsp;&nbsp;<br /><a 
href="sitemap.html">サイトマップ</a>　　　<a href="about.html" rel="nofollow">このサイトについて</a>　　　<a 
href="#{url}">#{title}</a>&nbsp;&nbsp;&nbsp;&nbsp;<br />

]]>
</footer>

    <aboutTemplate><![CDATA[
<font color="#336666"><b>[名前]</b></font>　　xxxxx<br /><br />
<font color="#336666"><b>[E-mail]</b></font>　　<a href="mailto:aaa@bbb.ccc">aaa@bbb.ccc</a><br /><br />



<p><b>※このサイトに、商品を掲載したい方・広告を掲載したい方など、お問い合せは E-mail でお願いします。
</b></p>
<hr />
      ]]>
    </aboutTemplate>

  </global>
  
  <sites>

    <site name="sample">
      <folder>sample</folder>
      <url>http://www.xxxxx.com/sample/</url>
      <title>イタリア・ワイン - 美味しいイタリアワインはいかが？</title>
      <title20>イタリア・ワイン通販</title20>
      <keyword>イタリア・ワイン</keyword>
      <description>イタリア・ワイン・・・イタリアから美味しいワインを！</description>
      <leftMenu><![CDATA[
<h2>M e n u</h2>
<h3><a href="$url$">トップ</a></h3><br />
<h3><a href="c1.html">オーケストラワイン</a></h3><br />
<h3><a href="c2.html">東京ワイン倶楽部</a></h3><br />
<h3><a href="c3.html">まるどら</a></h3><br />
$search$
      ]]>
      </leftMenu>
      <footerMenu><![CDATA[
<a href="c1.html">オーケストラワイン</a>　

<a href="c2.html">東京ワイン倶楽部</a>　

<a href="c3.html">まるどら</a>　
      ]]>
      </footerMenu>
      <siteKeyword>イタリアンワイン,イタリアワイン</siteKeyword>
      <pages maxLength="240">
        <page prefix="c1" title="オーケストラワイン" ng="" filter="">イタリアワイン オーケストラワインショップ</page>
        <page prefix="c2" title="東京ワイン倶楽部" filter="">イタリアワイン 東京ワイン倶楽部</page>
        <page prefix="c3" title="まるどら" filter="">イタリアワイン まるどら</page>
      </pages>
    </site>

  </sites>
</root>

この siteDef.xml は、大きく２つの部分に分けられます。一つは、global というタグで定義している

部分、もう一つは sites タグで定義している部分です。

global タグの中では、すべてのサイトに共通の情報を定義します。sites タグには、個々のサイトを

定義します。sites と複数形になっているのは、site タグでこの中にいくらでもサイトを定義できるか

らです。

注：内容には、HTML で意味のある記号（<、>、"、'、&）などは入れないでください。どうしても入

れたいときはそれぞれの全角文字やエスケープ文字を使ってください。



■ globalタグ

global タグの中には、すべてのサイトに共通する情報を定義します。global タグの先頭の

 
 <ironAffiliate ver="1.0"  />

 <rakuten devId="xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx" affId="yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy" />
 <localBaseFolder>cc:\\site\\</localBaseFolder>

はすでに定義しているはずです。localBaseFolder は、これから作業を行うメインのフォルダになり

ますから、やりやすいフォルダに設定しておいてください。

以下、順番にタグを解説します。

・toppageBottomTemplate

これは、トップページ（index.html）の下部に入れる情報のテンプレートです。

<![CDATA[　と　]]>　に囲まれた間に HTML で定義します。今のところ、yahoo のお気に入りの追

加や、yahoo とはてなのブックマークへの登録が入っています。このまま使ってもいいですし、他の

情報を入れてもかまいません。

この定義の中に「$url$」というのがありますが、これは各サイトの URL と置き換わります。



・copyright

<![CDATA[　と]]>　の間に、図の部分に入れる情報を定義します。copyright の名称は、ハンドル

名でもいいでしょう。

※ここには、（Powered By 楽天ツール）というクレジットが入りますが、削除・変更はしないでくださ

い。

・footer

<![CDATA[　と]]>　の間に、図の部分に入れる情報を定義します。デフォルトのままでもかまいま

せん。#{url}はサイトの URL に、#{title}はサイトのタイトルにそれぞれ置き換わります。

・aboutTemplate
<![CDATA[　と]]>　の間に、about.html に入れる内容を定義します。現在定義されているものに、

名前やメールアドレスを入れておいても良いでしょうし、他のデータでもかまいません。

about.html は、最下部の「このサイトについて」というリンクをクリックすると、表示されるページです。



■ sites

global タグは、一度設定すれば後はほとんど編集する必要はありません。一方、sites タグの内容

には、個々のサイトを定義していきます。ですから、皆さんの作業の中心は、sites タグ内にサイト情

報を定義することとなります。

sites の中には、site タグでいくつでもサイトを定義できます。site タグは、以下のように定義していき

ます。

・site
site タグの中に、一つのサイトを定義します。
    <site name="sample">
      <folder>sample</folder>
      <url>http://www.xxxxx.com/sample/</url>
      <title>イタリア・ワイン - 美味しいイタリアワインはいかが？</title>
      <title20>イタリア・ワイン通販</title20>
      <keyword>イタリア・ワイン</keyword>
      <description>イタリア・ワイン・・・イタリアから美味しいワインを！</description>
      <leftMenu><![CDATA[
<h2>M e n u</h2>
<h3><a href="$url$">トップ</a></h3><br />
<h3><a href="c1.html">オーケストラワイン</a></h3><br />
<h3><a href="c2.html">東京ワイン倶楽部</a></h3><br />
<h3><a href="c3.html">まるどら</a></h3><br />
$search$
      ]]>
      </leftMenu>
      <footerMenu><![CDATA[
<a href="c1.html">オーケストラワイン</a>　

<a href="c2.html">東京ワイン倶楽部</a>　

<a href="c3.html">まるどら</a>　
      ]]>
      </footerMenu>
      <pages maxLength="240">
        <page prefix="c1" title="オーケストラワイン" ng="" filter="">イタリアワイン オーケストラワインショップ</page>
        <page prefix="c2" title="東京ワイン倶楽部" filter="">イタリアワイン 東京ワイン倶楽部</page>
        <page prefix="c3" title="まるどら" filter="">イタリアワイン まるどら</page>
      </pages>
    </site>

site タグの name属性には、わかりやすいようにサイトの名前を入れておきます。

・folder
サイトのファイルを格納するフォルダを指定します。この名前で、global の localBaseFolder の下に

フォルダが作られます。



・url
サイトの url です。最後に必ず、スラッシュ（/）を付けてください。

・title
サイトのタイトルです。SEO 的にも最も重要な部分ですので、検索して欲しいキーワードは必ず入

れてください。

・title20
各ページやトピックパス（パンくずリストとも言う）で使うものです。title とは異なり、できるだけ短くキー

ワードを入れてください。（２０文字程度）

・keyword
サイトの meta タグの keyword に入る部分です。検索して欲しいキーワードを１～３個ぐらいで指定

します。複数の場合、カンマ（,）で区切ってください。

・description
サイトの meta タグの description に入る部分です。サイトの説明を入れるため、思わずアクセスした

くなるような文章を入れてください。

・leftMenu
サイトの左メニューに入れる部分です。<![CDATA[　と　]]>　の間に定義します。メニューの中のトッ

プとサイトマップは、どのサイトでも共通で良いでしょう。$search$と書いた部分には、検索用のフォー

ムが入ります。

注：検索機能が必要なければ、$search$を入れないでください。これを入れずにサイトを作ると、

PHP が動作しないサーバでも、サイトを作ることが出来ます。



・footerMenu
サイトの下部に入れる部分です。ここは、footerMenu となっていますが、別にメニューでなくてもか

まいません。サイトの各ページに共通に入れたい文章などを入れても良いでしょう。

・pages
pages タグには、maxLength属性があります。これには、各商品の説明文の最大長を指定します。

省略すると、すべての説明文が入ります。

例。　<pages maxLength="240">

この例では、説明文は最大 240文字となります。

pages のタグは、複数の page タグから構成されます。各 page タグは、楽天の検索キーワードを指

定します。下記の例では、「イタリアワイン オーケストラワインショップ」がそれに当たります。

   <page prefix="c1" title="オーケストラワイン" ng="" filter="">イタリアワイン オーケストラワインショップ</page>

page タグには、以下のような属性があります。

・prefix属性
各ページのファイル名に付ける文字列です。leftMenu では、<a href="c1.html">のように定義しま

したが、この「c1」に相当する部分です。（省略不可）

・title属性
各ページのタイトルになる部分で、leftMenu でのメニューの内容と同じものでよいでしょう。（省略

不可）

・ng属性
楽天で検索するときの、除外するキーワードを指定します。（省略可）

・filter属性
商品の説明には、余計な文章が入っていることがあります。filter属性にその文章を定義しておくと、

それを削除します。（省略可）



4.実践編

「3.定義ファイル」で説明したように、作業の中心はサイトを定義することです。これさえできれば、

サイトは出来たも同然。そこで、どうやって作っていくか、実例を見ていきましょう。

まず、キーワードを決めます。キーワードの見つけ方については、後ほど解説します。ここでは、

例として「アンテプリマ」というキーワードでやってみます。

まず、フェレットというサイトで、このキーワードが月間どれくらい検索されるか調べます。

http://jp-ferret.com/index.php

で、会員登録し、「アンテプリマ」として検索してみてください。すると、検索回数が「10」とか表示さ

れるかもしれません。そこで、間にスペースを入れて「アンテ　プリマ」で検索してみてください。す

ると、現時点では「54500」と表示されました。

http://jp-ferret.com/index.php


フェレットでは、このように固有のブランド名などは一語として認識していない場合があるようです。

いずれにしろ、検索回数が５万を越える、というのはかなり有望なキーワードです。そして、ここで

表示される、

アンテ プリマ バッグ 

アンテ プリマ ワイヤー バッグ 

・

・

・

の、「バッグ」や「ワイヤー バッグ」というキーワードも重要です。これらのキーワードをサイト定義の

titleや description に入れていきます。

今度は、yahoo で「アンテプリマ」で検索してみます。ヒット数は約 60万件。単独のキーワードでこ

れぐらいでしたら、勝負できそうです。

ここで、楽天アフィリエイトのトップページを表示します。
http://affiliate.rakuten.co.jp/

アンテプリマで検索してみます。画面は次のようになるので、「買い物可能」と「料率が高い」をクリッ

クしてください。まず、ここで検索された数を見てみます。本原稿の執筆時点で、「全 932 件」と表

示されています。

http://affiliate.rakuten.co.jp/


これだけの数があれば、十分サイトを作ることが出来ます。この中から、さらに絞り込んでいくため

に、「ショップ名」も入れていきます。上の画面で見ていくと、「インポートブランド SHOP Caro-Caro」

というのがまあまあ良さそうです。

そこで、「アンテプリマ Caro-Caro」として検索してみます。

現時点では、21 件表示されました。各商品を見ても、なかなかよさそうなので、これを page タグに

定義します。

<page prefix="caro" title="Caro-Caro カロカロ" filter="">アンテプリマ Caro-Caro</page>

※ここで、あまりに数が多いと、プログラムを実行したときに「Out Of Memory」（メモリ不足）エラー

になることがあります。多くとも、1000 件ぐらいを目安にしてください。

また、「アンテプリマ」だけで検索した画面に戻ります。ここで、検索結果を何ページかめくっていき、

店名を見ていきます。「ee-shopping」というショップが良さそうです。

<page prefix="ee" title="ee ショッピング" filter="">アンテプリマ ee-shopping</page>

ところが、このショップは実際にサイトを作ってみると、商品の説明に「今スグ始められる！楽天ア

フィリエイトとは？」という、まったく関係のない文章が入ってしまいます。これは必要ないので、



filter属性に定義します。

<page prefix="ee" title="ee ショッピング" filter="今スグ始められる！楽天アフィリエイトとは？">アンテプリマ ee-
shopping</page>

同様に、他のショップも入れて、サイト定義を次のようにしてみました。folderや url は、それぞれ自

分の設定に変更してください。leftMenu の a タグの href にも注目してください。

<site name="anteprima">
<folder>anteprima</folder>
<url>http://www.xxxxx.com/anteprima/</url>
<title>アンテプリマ - 人気ブランド・アンテプリマ通販</title>
<title20>アンテプリマ通販</title20>
<keyword>アンテプリマ</keyword>
<description>アンテプリマ・・・人気のアンテプリマ大集合！</description>
<leftMenu><![CDATA[

<h2>M e n u</h2>
<h3><a href="index.html">トップ</a></h3><br />
<h3><a href="caro.html">Caro-Caro カロカロ</a></h3><br />
<h3><a href="ee.html">ee ショッピング</a></h3><br />
<h3><a href="palms.html">Palms パームス</a></h3><br />
<h3><a href="fontana.html">FONTANA フォンターナ</a></h3><br />
<h3><a href="sitemap.html">サイトマップ</a></h3><br />
$search$

]]>
</leftMenu>
<footerMenu><![CDATA[

<a href="caro.html">Caro-Caro カロカロ</a>　

<a href="ee.html">ee ショッピング</a>　

<a href="palms.html">Palms パームス</a>　

<a href="fontana.html">FONTANA フォンターナ</a>　
]]>

</footerMenu>
<siteKeyword>アンテプリマ</siteKeyword>
<pages>

<page prefix="caro" title="Caro-Caro カロカロ" filter="">アンテプリマ Caro-Caro</page>
<page prefix="ee" title="ee ショッピング" filter="今スグ始められる！楽天アフィリエイトとは？">アン

テプリマ ee-shopping</page>
<page prefix="palms" title="Palms パームス" filter="">アンテプリマ Palms</page>
<page prefix="fontana" title="FONTANA フォンターナ" filter="">アンテプリマ FONTANA（フォンター

ナ）</page>
</pages>

</site>

これを、サイト定義ファイルの sites タグの中に入れます。そして、プログラムを実行します。すでに、

デスクトップかメニューに「鉄腕アフィリエイト」があるはずなので、それをダブルクリックすれば OK
です。

そして、サイト定義ファイルを開き、「開始」をクリックします。これで、サイトができあがります。最後

に、添付の images フォルダ、style.css、favicon.ico をコピーします。これで、index.html をダブルク

リックして、表示してみてください。次の図のようになれば、OK です。



以上見てきたように、作業中にはブラウザを複数開くか、あるいは Sleipnir のようなタブブラウザを

使って、必要なサイトを表示しておくと、便利です。

■ 生成されるファイルについて

このプログラムは、すべてのサイトで次の４つのファイルを生成します。

・index.html（トップページ）

・search.php、item.php（検索用）

・sitemap.html（サイトマップ）

・about.html

また、この他、page タグの prefix属性で指定したファイルが生成されます。たとえば、

<page prefix="palms" title="Palms パームス" filter="">アンテプリマ Palms</page>

となっていると、palms.html というファイルが生成されます。これには１ページに 30 件の商品が入り

ます。30 件を越えた場合、palms_1.html、palms_2.html・・・というようにファイルが増えていきます。

更新の時（すでに作成済みの時）は、index.html 以外は上書きされます。ですので、必要な場合



はバックアップをとってから実行してください。

■ 編集する

先ほど作ったサイトは、そのままでもかまいませんが、少し手作業で内容を加えてみます。編集す

るのは、index.html だけです。このファイルを開くと、40 行目付近に

<h2>トップページ</h2>

<h3>■ 新製品ピックアップ ■</h3>

とあるはずです。それぞれ、ブラウザで表示したときには、どこに対応するか確認しておいてくださ

い。

ここに簡単な文章を入れていきます。ここでは、例として次のようにしてみました。

<h2>トップページ</h2>
<p>人気ブランドのアンテプリマ。バッグ・ワイヤーバック・アクセサリーなど、豊富な種類があります。</p>

<h3>■ 今週の PickUp ■</h3>
<p>各店の最新アイテムをピックアップ！</p>

実はアンテプリマってよく知らないので、これしか書きませんでしたが、できればもうちょっと内容を

入れると検索エンジンにも受けが良いかもしれません（^^;）。

さて、このプログラムでは、index.html は特別扱いで、作成するフォルダにすでに index.html があ

ると、ファイルの上書きはしません。しかし、このファイルの中の

<!-- [tcstart] -->

と

<!-- [tcend] -->

というタグの間だけは、内容を page タグで指定したものに変更します。各 page タグの検索条件で

もっとも新しいものが入ります。

ですから、サイトの更新は単にプログラムを実行するだけ。これで、最新の情報が反映されたサイト

ができます。やろうと思えば、毎日でもサイトの更新が出来ます。新製品がひんぱんに出てくる PC
のパーツなどでも、すぐに対応できるわけです。

ただし、場合によってはショップ自体がなくなったり、商品がなくなったりします。その場合は、「No 
Item.」の内容でファイルが作られます。

なお、index.html は上記の部分しか変更されません。そのため、メニューなどを後で変更した場合

は、手作業でトップページを編集してください。

注：作成したサイトのアフィリエイトリンクは、約 30%の確率で当社のリンクになっています。これは



書き替えないでください。不正に書き替えた場合、プログラムの実行が出来なくなることがあります。

■ イメージ

ページのトップや左メニューの画像は、できれば独自のものに変更してください。それぞれ次のファ

イル名で、imegs フォルダに入っています。

・ページトップの画像　ファイル名：topban.jpg
・左メニューの画像　ファイル名：side.jpg

です。それぞれ、同じ大きさで作ると簡単です。できれば、個々のサイトに合わせたイメージで作る

と良いのですが、サイトはすぐに作れてしまうので、たとえば

・女性用

・男性用

・子供用

とかで、何種類か作っておき、使い回しても良いでしょう。

ページトップの画像は、style.css の 23 行目付近で定義しています。

#banner{

background:#001545 url('images/topban.jpg') no-repeat left top;

height:50px;

letter-spacing:2px;

text-align:left;

}

ここで、画像の高さを変えた場合は、上の「height:50px;」を変更してください。また、ここのタイトル

の文字は 30 行付近の

#banner h1{

font-size:11pt;

color:#ffffff;

margin:0;

padding:10px 20px;

}

で定義しています。この color を変更して、文字が読みにくくならないように色を設定してください。

左メニューの画像の画像も同様に変更してください。ここは、54 行付近で定義されています。

#leftmenu h2{

border:1px solid #999;

background:#4169ad url('images/side.jpg') no-repeat left top;

font-size:11pt;



margin:10px 0px 7px 10px;

padding:3px 10px;

color:#fff;

font-weight: bold;

}

上記の他、スタイルシートに慣れてきたら、いろいろと見た目を工夫してみてください。

・favicon.ico
favicon というのは、FavariteIcon の略。これを入れておくと、ブラウザの URL表示の欄やお気に入

りで表示されます。これも添付のものを使ってもかまいませんが、ぜひ自分のセンスでカッコいい

やつを作ってみてください。



5.tips

■ 先入観を捨てる

これまで、何度か述べてきましたが、このプログラムではサイト定義ファイルを作ることがメインの作

業です。慣れない内は少し時間がかかるかもしれませんが、慣れるとホントに 10 分程度で作れる

ようになるはずです。

これまで手作業でサイトを作ったことがある方なら、サイト制作の大変さを身をもって知っているで

しょう。しかし、そんな先入観は捨ててしまいましょう。

キーワードを思いついたら、どんどん作ればいいんです。それこそ、こたつ専門サイトとか、母の日

ギフト専門サイト、水着サイトとか、特定の時期しかアクセスされないようなサイトでもいいでしょう。

また、もっとニッチな、たとえばゴルフのパターだけのサイトとかでも OK です。

肝心なのは、楽天で商品があるかどうかだけです。

思いついたキーワードで、まずは 10個程度サイトを作ってみてください。そうすれば、結果もつい

てくるはずです。

■ キーワードの探し方

キーワードを探すには、TV・雑誌・新聞などはもちろん、会社の同僚や友人・親兄弟との会話にも

注意してみましょう。また、書店に行くと、たくさんの雑誌がありますが、ジャンル別に種類の多い雑

誌というのは、それだけビジネスになっているということを示しています。

たとえば、20～30代の女性向けの雑誌。たくさんの種類があります。それらをざっと眺めてみると、

今売れているもの、これから売れそうなものがわかるかもしれません。

通販を利用するのは、やはり女性が多いので、男性の方もそうした雑誌を見てみると良いでしょう。

一方、男性は実用的なものや趣味のもので通販を利用する傾向があります。たとえば、フィギュア

とかゴルフクラブなどのマニアックなものでサイトを作ると結果が出やすいかもしれません。

■ キーワードを見つけるために役に立つサイト

・Yahoo!オークション - 検索・カテゴリランキング

http://special.auctions.yahoo.co.jp/whatshot/other/category_ranking/

オークションで検索されているキーワードのランキングです。今、何を求められているか、知ること

が出来ます。

・【楽天市場】ランキング市場－コスメ、ファッションなどの人気ランキング

http://event.rakuten.co.jp/ranking/

http://event.rakuten.co.jp/ranking/
http://special.auctions.yahoo.co.jp/whatshot/other/category_ranking/


さまざまなランキングが表示できます。ランキングで掲載されたショップは、その名前でも検索され

ることが多いので、キーワードの候補になります。

■ トップページ（index.html）の編集

トップページは、プログラムで自動的に作られたものに自分なりの工夫してみてください。たとえば、

動画を入れてみる、あるいは写真やイラストを入れてみる、独自の文章を入れてみる等、やろうと

思えばいくらでも追加できます。

このような工夫をすると SEO 的にも有利になり、結果もそれにつれて出てきます。

また、トップページに商品を入れたくない場合は、index.html の

<!-- [tcstart] -->

と

<!-- [tcend] -->

というタグを削除してください。これで、サイトの更新時も変更しないようになります。

■ 検索エンジンにインデックスされるには

「検索エンジンにインデックスされる」とは、そのサイトが YahooやGoogle などの検索エンジンに認

識され、検索結果に表示されるようになることです。

インデックスされるには、それぞれの検索エンジンに登録する方法もありますが、手っ取り早いの

はすでにインデックスされているサイトから、リンクを貼ること。

もし、まだ何もサイトを持っていなければ、ブログでも作ると良いでしょう。ブログは、FC2 をオススメ

します。

http://blog.fc2.com/

なぜなら FC2 は、SEO に力を入れていることと閲覧数が多いからです。

http://blog.fc2.com/


■ リンクページ（リンク集）を作る

このプログラムでは、オマケの機能としてリンクを出力します。たとえば、サンプルを実行すると、

<dt><a href='http://www.xxxxx.com/sample/'>イタリア・ワイン - 美味しいイタリアワインはいかが？</a></dt>

<dd>イタリア・ワイン・・・イタリアから美味しいワインを！<br /><br /></dd>

というテキストが表示されます。これは、定義したサイトの分だけ、表示されます。これをコピー&ペー

ストし、<dl>タグでくくればリンク集が出来上がりです。

例：
<dl>

<dt><a href='http://www.xxxxx.com/sample/'>イタリア・ワイン - 美味しいイタリアワインはいかが？</a></dt>

<dd>イタリア・ワイン・・・イタリアから美味しいワインを！<br /><br /></dd>

</dl>

■ EUC-JP
このプログラムでは、文字コードセットを EUC-JP としてファイルを生成します。Windows を使って

いると、デフォルトでは Shift-Jis の文字コードを使っているはずです。ファイルを編集した場合も、

文字コードは、EUC-JP として保存してください。

■ XHTML
このプログラムでは、XHTML という規格でファイルを生成します。XHTML とは、HTML を XML
の規格に合わせたもの。ですから、内容を編集する場合でも XML の規約を守ったものでなけれ

ばなりません。たとえば、HTML でしたら、改行は単に
<br>

と書いてしまいますが、XHTML の場合は、

<br></br>

またはこの省略形で

<br />　

と書かなくてはなりません。br と同様なタグに、imgや hr タグがあります。

※厳密に言えば、上記のとおりですが、仮に「<br>」とだけ書いても、ブラウザは正常に表示してく

れます。ただ、できるだけ規約は守った方が良いでしょう。



6.エラーについて

プログラムの実行時によく起きるエラーについて解説します。

1.サイト定義ファイルの間違い

サイト定義ファイルは、XML 形式のファイルです。ですから、XML のルールに反するものは、そ

のエラーが英文で表示されます。ただ、行番号も出るので、だいたい検討はつくと思います。

ベクターには、XML専用のエディタもあるので、それを利用するのも良いでしょう。ベクターで

「XML エディタ」として検索してみてください。

2.フォルダ

localBaseFolder で指定するフォルダは、前もって作っておかなければなりません。指定されたフォ

ルダが見つからないときは、エラーになります。

3.検索数

page タグで、指定された条件で楽天から検索します。楽天の画面で、同じ条件のときに表示され

る件数に注目してください。これがあまりに多いとメモリ不足（Out Of Memory）になることがありま

す。これは、PC のメモリ容量や設定の違いなどがあるので、一概には言えませんが、多くても

1000 件程度までと考えてください。

4.ファイルを編集しているときにプログラムを実行する

index.htmlや about.html などを編集中に、プログラムを実行すると、ファイルが書き込めない、とい

う意味のエラーが出るときがあります。

これは、エディタがそのファイルに「ロックをかけて他から書き込めないようにする」からです。このと

きは、エディタを終了してから、再度プログラムを実行してください。
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